
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ゲームガイド Ver.1.0 
プレイ人数：2 人 

プレイ時間：15～30 分 

対象年齢：12 歳以上 
 

1. ストーリー 

2XXX 年……リアルとデジタルが混合する超電子技術社会 
 

もう 1 人の自分『仮想半電子構造体【AVI】』を使った 

超体感カードゲームスポーツ『ロジティック・スクェア』が大流行 
 

その頂点に立つものは最強の技術バトラーとして 

世界で注目される存在になれる 
 

自由で深い構築力…… 動きを見抜く判断力…… 

思いを懸ける勇気…… 
 

自らの AVIとタクティクスと共に未来の盤上を超疾走せよ！ 
 

2. カードの見方と種類 

① カード名 

   カードの名前です。 
 

② 《カテゴリー》 

  カードは以下、いずれかの 

  カテゴリーを持っています。 

  - 《AVI》（アヴィ） 

   - 《Ac》（アクション） 

   - 《Sc》（スクリプト） 

   - 《Br》（ブレーク） 

   - 《IT》（インテグレート） 

   - 《CB》（コールバック） 

   ※《CB》は持つカードと 

持たないカードがあります。 
 

③ ヒットダメージ・耐久値 

   ヒットダメージを与える時の値です。 

   設置するカードは、耐久値が記載されています。 
 

④ ヒット範囲 

   攻撃の範囲、設置の範囲です。 

   自身の《AVI》カードを起点とした範囲です。自身の《AVI》カー 

   ドはヒット範囲に含みません（効果テキストに自身の《AVI》 

   カードを範囲に含める記載がある場合を除く）。 
 

⑤ 効果テキスト 

  ヒット範囲の詳細や、カードの効果が記載されています。 
 

⑥ [タイプ] 

   カードは最大で 2 つまでタイプを持っています。 
 

3. デッキの構築ルール 

プレイヤーは対戦前に《AVI》カード、リソースデッキ、《IT》カー

ドデッキを用意して、対戦をします。 

デッキを以下のルールに沿って構築し、オリジナルデッキを持ち寄

って、より楽しむことができます 
 

Ⅰ. 《AVI》カード  

《AVI》カードを 1枚選びます。カードの裏面は黒色です。 
 

Ⅱ. リソースデッキ  

リソースカード（《Ac》カード、《Sc》カード、《Br》カード）か

ら 30 枚選んで、デッキを構築します。カードの裏面は青色です。 

カードの色ごとに以下の枚数までデッキに構築できます。カード

の色は、カード名や[タイプ]の背景の色です。 
 

- 白カード……同名のカードは 3枚まで 

- 緑カード……同名のカードは 2枚まで 

- 青カード……同名のカードは 1枚まで、合計 5枚まで 

- 赤カード……同名のカードは 1枚まで、合計 1枚まで 
 

Ⅲ. 《IT》カードデッキ  

《IT》カードのみで構成します。カードの裏面は赤色です。 

同名のカードは 1 枚まで、合計 5 枚まで選んで構築します。 

4.カードの配置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 ①自分のエリア 

  手前の 2 つの横列が自分のエリアです。自分のエリアには、相手

の《AVI》カードは移動して進入できません。 
 

 ②共有エリア 

  お互いの中間の横列が共有エリアです。共有エリアは、自分と相

手の《AVI》カードが移動して進入できます。 
 

 ③相手のエリア 

  奥の 2 つの横列が相手のエリアです。相手のエリアは、相手の

《AVI》カードが存在できます。相手のエリアには、自分の《AVI》

カードは移動して進入できません。 
 

 ④リソースデッキ 

  自身のリソースデッキを置く場所です。すべて裏向きで置き、お

互いに表面は確認できません。 
 

 ⑤トラッシュ 

  使用したカードや捨てられたカードを置く場所です。トラッシ

ュに置くカードはすべて表向きで置き、お互いのプレイヤーが

いつでも確認できます。 
 

 ⑥《IT》カードデッキ 

  《IT》カードを置く場所です。裏向きで置かれている自分の《IT》

カードはいつでも表面を確認できます。 
 

 ⑦手札 

  自分の手札は相手のプレイヤーに見えないように手で持ちます。 

 

5. ゲームの準備 

① お互いに自身の《AVI》カードを自分のエリアの中央の列、も

っとも手前のマスに置く。 
 

② お互いに自身のリソースデッキを裏向きでシャッフルして、リ

ソースデッキ置き場に置く。 
 

③ お互いに自身の《IT》カードデッキを裏向きで、自身の《IT》

カードデッキ置き場に置く。 
 

④ 適当な方法で先攻プレイヤーを決める。 
 

⑤ お互いに自身のリソースデッキを 5 枚引いて手札にする。 
 

⑥ お互いの《AVI》の初期ライフポイントを 500 にする（ライフ

ポイントの管理は、手持ちのカウンターを使用してください）。 

※ ライフポイントの上限は 500 です。 
 

⑦ 先攻のプレイヤーからターンを開始する。 



 

 

6. ターンの流れ 

自分のターンとなったら、下記の順番でフェイズを行います。 

すべての行動が終了したら、相手のターンに移行します。 
 

Ⅰ．ドローフェイズ 

Ⅱ．メインフェイズ 

Ⅲ．エンドフェイズ 
 

Ⅰ. ドローフェイズ 

自分の手札が 5枚になるまで、自分のリソースデッキを引きます。 

すでに手札が 5 枚の場合は、リソースデッキを 1 枚引きます。 
 

Ⅱ. メインフェイズ 

メインフェイズ開始時、自分は 3AP（アクションポイント）を得ま

す（先攻 1ターン目は 2AP を得ます）。 

得た APをすべて消費するまで、以下の行動を任意の順番、回数行

います。APをすべて消費したら、メインフェイズを終了し、エン

ドフェイズに移行します。 
 

 

A． 【1 AP消費】《AVI》カードの移動 

B． 【1 AP消費】手札のカードの使用 

C． 【1 AP消費】《IT》カードの使用 

D． 【X AP消費】《AVI》カードの効果使用 

E． 【0 AP消費】CAA の使用（1 ターンに 1 回まで） 
 

A. 《AVI》カードの移動  

1AP 消費します。 

自分の《AVI》カード 1 枚選んで、空いている 1 マス左、右、先、

手前のいずれか（面で接しているマス）を選んで移動します。相手

のエリアや、斜めの方向には移動できません。 
 

B. 手札のカードの使用  

1AP 消費します。 

手札にあるカードを 1 枚選んで公開して、カードの使用を宣言し

ます。公開する時、そのカードのヒット範囲に相手の《AVI》カー

ドか設置されたカードがある必要があります。 

使用したカードが《CB》を持つ場合、または相手の手札に【ブレ

ーク条件】を満たす《Br》カードがある場合、相手は自分が使用し

たカードに対して、チェインアクションを行えます（手順は「7．

チェインアクション」参照）。 

その後、効果の解決を行います。相手の《AVI》カードにヒットダ

メージを与えた場合、その値だけ相手のライフポイントを減少さ

せます。自分の使用したカードのヒット範囲やヒット後の効果の

範囲には、自身の《AVI》カードは含まれず、自身の使用したカー

ドによるヒットダメージは受けません（自身の《AVI》カードを範

囲に含める記載がある場合を除く）。 

効果を解決したカードはトラッシュに置きます。 
 

C. 《IT》カードの使用  

1AP 消費します。 

《IT》カードデッキにある裏向きの《IT》カード 1 枚を選んで公開

して、カードの使用を宣言します。そのカードのヒット範囲に、相

手の《AVI》カードか設置されたカードがある必要があります。 

また、あなたの手札にある「使用する《IT》カードの【アクション

構築条件】で指定された」カードを不足なくトラッシュに置く必要

があります。 

その後、効果の解決を行います。効果を解決した《IT》カードは、

《IT》デッキ置き場に表向きで置きます。 
 

D. 《AVI》カードの効果使用  

《AVI》カードの効果に記載された APを消費します（自分の残り

の APが効果に記載された APより少ない場合、使用できません）。 

《AVI》カードに記載された効果を使用します。ヒット範囲を持つ

効果の場合、そのカードのヒット範囲に、相手の《AVI》カードか

設置されたカードがある必要があります。 
 

E. CAA(カードアディショナルアクション)の使用  

APは消費しません。1 ターンに 1 回まで使用できます。 

自分の手札を 3枚まで選んで、トラッシュに置きます。その後、ト

ラッシュに置いたカードの枚数の 2 倍の枚数、自分のリソースデ

ッキを引きます。 
 

Ⅲ. エンドフェイズ 

 以下の 2 つの行動を行います。 
 

① 自分の手札が 6枚以上の場合、5枚となるまで手札を選んで、

トラッシュに置く。 

② 相手のプレイヤーのターンに移行する。 

7. ゲームの終了条件 

ライフポイントが 0 以下になったプレイヤーが敗北します。 

お互いのライフポイントが 0 より大きい場合でも、両者のリソース

デッキが 0 枚になった場合、そのターンの終了時にライフポイント

の多いプレイヤーが勝利します。 
 

8. チェインアクション 

自分が《CB》を持つカードを使用した場合、または自分がカードを

使用した時、相手の手札に【ブレーク条件】を満たす《Br》カードが

ある場合、使用したカードの効果を解決する前に、相手はチェインア

クションを行えます。 
 

自分が《CB》を持つカードを使用した場合、相手はチェインアクシ

ョンとして、手札にあるヒット範囲を満たす《CB》を持つカードを

APの消費をしないで、使用の宣言ができます。 

相手がチェインアクションによって《CB》を持つカードを使用した

場合、自分もチェインアクションとして、自分の手札にあるヒット範

囲を満たす《CB》を持つカードを AP の消費をしないで、使用の宣

言ができます。 
 

自分がカードを使用した時、相手の手札に【ブレーク条件】を満たす

《Br》カードがある場合、相手はチェインアクションとして手札にあ

る《Br》カードを APの消費をしないで、使用の宣言ができます。そ

のカードが《CB》を持っている場合、自分はチェインアクションを

行えます。 
 

お互いにチェインアクションを繰り返し、どちらかが使用しないこ

とを選んだ時、チェインアクションを終了します。その後、最後にカ

ードの使用を宣言したプレイヤーから順番に、お互いに最後にカー

ドの使用を宣言したカードのみ、効果の解決を行います。 

効果の解決後、カードの使用からチェインアクション後の効果の解

決までに公開されたお互いのカードすべてをトラッシュに置きます。 
 

 

 
 

9. 《AVI》カードの覚醒 

《AVI》カードには<覚醒 X>が記載された効果があります。自身の

《AVI》カードのライフポイントが X 以下となった場合、効果が働

きます。 
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